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患者 (B群) 5 名，健康成人 (C群) 10名につき，夜間とその翌日にわたって充分に睡眠をとらせ，
その聞のポリグラフ記録を実施した。睡眠段階は， Rechtschaffen と Kales (1968) の基準に従っ
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て判定した。全睡眠時間については， 3 群の聞に有意差はなかった。全睡眠時間中に占める A群の
Stage 1 の比率は，他の 2 群の成績に比べて有意に高く，逆に， Stage 2 の比率は低かった。 Stage
3 , Stage 4 および Stage REM の比率には， 3 群の聞に有意差を認めなかった。
REM -NREM 睡眠の周期性についての特徴は， A群28名から無差別に選んだ20名， B群 5 名中
の 4 名， c群10名全員の睡眠経過について， Globus (1970) の方法に基づいて自己相関分析を行な





はすべて浅い NREM 睡眠であり，微小 REM 睡眠はまったく認められなかった口 若干の症例にお
いて，行動上からは居睡りと思われる状態を呈している時に，脳波にはアルファ波がかなり連続的に
出現いる場合がみられた。そこで，開眠時においてもアルファ波が連続的に出現する患者 7 名 (A群
6 名， B群 1 名)について，被検者の眼前に赤・青 2 色光を点滅させ，脳波上からみた覚醒水準と刺
激の弁別・応答反応との関係を検討した。なわ，脳波上からみた覚醒水準としては， Rechtschaffen 
と Kales の基準により覚醒状態にあると判定される記録につき，更に，刺激直前の 1 秒間の脳波に
基づいて，次の 3 型に分類した。
(1) 庁 Alpha" :アルファ指数が50%以上で， しかも，アルファ波の緩徐化がみられないもの。
(2) LAMF: 緩徐化したアルファ波を含む各種の周波数の波が認められる低電位の脳波。
(3) が Slow庁:はっきりしたシー夕波が 3 っ以上認められるものO
LAMF の時期では，が Alpha" の時期と比べて反応時間は有意に延長し，誤った応答や応答の欠如
の割合も有意に増加した。庁 Slow" の時期では，応答はほぼ完全に欠如していた。
〔総括〕
本研究の結論は次の 3 点である。まず第 1 点は， ナルコレプシーは，昼間の傾眠性の尤
進のために，睡眠過剰症 hypersomnia と考えられてきた。しかし，全睡眠時間の増加がみられない
ことより，むしろ，昼間の睡眠発作と夜間の睡眠障害で示されるごとく，ほぼ 1 日を周期とした睡眠
・覚醒リズム circadian rhythmの乱れを特徴とする睡眠障害 dyssomnia である。第 2 点、は，副症状









主な新事実は次の 2 点である。 (1)ナルコレプシーには，睡眠と覚醒の circadian rhythm の乱れに
加えて， REM-NREM 睡眠周期にも乱れがある。 (2)自動症は，不充分な覚醒と徴小 NREM 睡眠から
なる覚醒水準の低下状態にみられる 1 種の寝とぼけ行動である。
本論文は，ナルコレプシーの臨床症状を理解し，その治療を行なうためにも非常に有益であり，学
位論文として価値あるものと認める。
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